
 

 

Ⅰ．欧州の財政危機と日本の現状 

Ⅱ．消費税増税の意図するところは？ 

Ⅲ．増税以外で打つ手はあるのか？ 

Ⅳ．改正消費税の内容と行方 

Ⅴ．増税と政権の運命 

Ⅵ．中小企業経営への影響 

■開催日時： 平成24年９月２５日（火） 開場11：45 講演12：15～13：45 
■会   場： プラザイン水沢 

■受 講 料： Ａ 昼食＋聴講 会員 3,500 円 一般 4,500 円 

Ｂ 聴講のみ   会員 2,000 円 一般 3,000 円 

■主   催： 社団法人胆江法人会 TEL 24-3141  FAX 24-3148   
■申込方法： 下記申込書にご記入の上 FAX にてお申込み下さい 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
社・胆江法人会 行 

 
 

事業所名 
 

参加者名 
 

参加区分 Ａ  ・  Ｂ     ＊○印を付けて下さい 

 

昭和４９年、日本開発銀行入行。都市開発部・調査部・企画部

を経て、平成１１年に日本政策投資銀行の設備投資研究所主任

研究員となる。平成１２～１５年に㈱日本インテリジェントトラスト常

務取締役・開発総合研究所所長、平成１５年より地域政策センタ

ー（日本政策投資銀行内）主任研究員を歴任。平成１７年に独立。

現在、ノースアジア大学教授、地域情報化アドバイザー等を務め

る。産業構造への分析とデータ蓄積によって、地域経済への波及

効果にも鋭い指摘を加えている。 

平成 24 年  月  日 

欧州の財政危機は対岸の火事ではありません。日本も国債の金利が２～３％上昇するだけで、財政破綻が懸念されているような

状態とも言われております。したがって、増税やむなしと理解を示す人がいる一方、デフレ経済下での消費税アップはさらに景気を冷

え込ませ家計や企業経営に大きなダメージを与えると不安と反対を表明する人々も少なくありません。国民負担率は、世界でも最

も低い水準にある我が国の消費税増税は、どの様な内容で各方面に影響を及ぼし、危機的状況にある日本復興への一助となる

ものなのか！鋭く・明快な解説で定評のある野口秀行講師に分析頂きます。 


